
項 ⽬ 内 容
名称 プエラリア・ミリフィカ、ガウクルア [英]White Kwao keur [学名]Pueraria

candollei var. mirifica (別名Pueraria mirifica)

概要 プエラリア・ミリフィカは、タイの落葉広葉樹林に広く分布しているタイ特有のマ
メ科植物で、地下で肥⼤した⼤きな塊状の根を形成する。その塊根が健康⾷品の素
材として主に使⽤される。体の中で最も強い⼥性ホルモン作⽤を⽰す17β-エストラ
ジオールとほぼ同等のエストロゲン活性をもつデオキシミロエストロールを含み、
それ以外にもミロエストロールなど多数の⼥性ホルモン作⽤を⽰す成分が含まれて
いる。⽇本では⾷品衛⽣法に基づき、「⾷品衛⽣上の危害の発⽣を防⽌する⾒地か
ら特別の注意を必要とする成分等 (指定成分等）」に指定されている。

●間違われやすい植物
クズ (Pueraria lobata) ︓近縁種であるが、含まれる特徴的な成分が異なる。
赤ガウクルア (Butea superba) ︓以前は混同されていたが、プエラリア・ミリフィ
カとは別種。

法規・制度 ■⾷品衛⽣法
「⾷品衛⽣上の危害の発⽣を防⽌する⾒地から特別の注意を必要とする成分⼜は物
であって、厚⽣労働⼤⾂が薬事・⾷品衛⽣審議会の意⾒を聴いて指定したもの（指
定成分等）」に該当する。

■⾷品表⽰基準
当該成分を含有する⾷品は、「指定成分等含有⾷品」に該当し、指定成分等含有⾷
品である旨等の表⽰が義務表⽰となる。

■⾷薬区分
貯蔵根︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原
材料)」に該当する 。
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成分の特性・品質

主な成分・性質 ・タイではWhite Kwao Krua、Kwao Krua、Kwao Krua Kwao、Kwao Krua
Kao、Guao Krua と呼ばれているが、⽩ガウクルア (White Kwao Krua) が⼀般的
な名称となっている (PMID:22460444) 。
・含有成分は、1)イソフラボノイド10成分 (daidzein, daidzin, genistin,
genistein, kwakhurin, kwakhurin hydrate, tuberosin, puerarin, mirificin,
puemiricarpene) 、2)クメストラン4成分 (coumestrol, mirificoumestan,
mirificoumestan glycol, mirificoumestan hydrate) 、3)クロメン3成分
(miroestrol, deoxymiroestrol, isomiroestrol) に分類され、deoxymiroestrol と
miroestrol 、kwakhurinは、プエラリア・ミリフィカのみに⾒られる識別の指標成
分である (PMID:22460444) 。
・deoxymiroestrol は強いエストロゲン活性 (miroestrolおよびisomiroestrolの約
10倍) を持ち、試料の抽出および単離⼿順中にmiroestrolとisomiroestrolになる
(PMID:10691701) 。また、deoxymiroestrol、miroestrol、isomiroestroは、⾼
温および強酸性またはアルカリ性の溶液で不安定で、deoxymiroestrolは
miroestrolまたisomiroestrolに容易に変化する。これらの成分は固形状態のプエラ
リア・ミリフィカ粗抽出物を-20℃または4℃で360⽇間保存しても安定であった
(104) 。
・deoxymiroestrol、miroestrol、およびイソフラボノイドは塊根では、塊茎⽪層
により⾼いレベルで含まれていた (PMID:22460444) 。
・White Kwao Kruaと呼ばれる植物には、プエラリア・ミリフィカ以外に類似の植
物特性を有するPueraria candollei var candollei (別名Pueraria candollei) がある
(PMID:22460444) 。
・収穫した季節により、タンパク質組成、イソフラボン含量は異なる
(PMID:26940377) 。

分析法 ・イソフラボン類 (プエラリン、ダイジン等) がフォトダイオードアレイ検出器 (検
出波⻑254 nm) を装着したHPLCにより分析した報告がある (101) 。
・デオキシミロエストロールを単離、NMRにより構造決定した報告がある (102)
。
・製品中のデオキシミロエストロールをELISA法とHPLC法によって測定した報告が

あり、その含有量は0.154〜10.998μg/g乾燥物であった (PMID:23953444) 。
・製品中のミロエストロールをELISAとHPLC法によって測定した報告があり、その
含有量は0.695〜12.108μg/g乾燥物であった (106) 。
・製品中のミロエストロール、イソミロエストロールをLC-MS-MSおよびLC-Q-
Orbitrap / MS法で分析した報告がある (PMID:28115391) 。
・ミロエストロール、デオキシミオエストロール、イソミロエストロールをELISA
法で分析した報告がある (PMID:29492802) (PMID:28152387) 。
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

RCT
・健康な閉経後⼥性71名 (試験群51名、53.16±3.44歳、タイ) を対象とした⼆重
盲検無作為化プラセボ対照試験において、プエラリア・ミリフィカを20、30、50
mg/⽇、24週間摂取させたところ、膣の健康度の増加、⾻型アルカリフォスファタ
ーゼの低下が認められたが、膣の乾燥、⼦宮内膜厚、⾎中脂質に影響は認められな
かった (PMID:17415017) (PMID:18202589)。
・閉経後⼥性19名 (試験群12名、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対
照試験において、プエラリア・ミリフィカ根乾燥物100 mg/⽇を2ヶ⽉間摂取させ
たところ、⾎中脂質 (HDL-C、ApoA1) の増加、⾎中脂質 (LDL-C、LDL-C/HDL-C
⽐、ApoB/ApoA1⽐) の低下が認められたが、⾎中脂質 (TC、TG) 、卵胞刺激ホル
モン、CRPに影響は認められなかった (PMID:19060449) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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